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テ
レ
ビ
朝
日
の
人
気
番
組
「
ち
い
散 

歩
」
（
地
井
武
男
・
平
成
二
二
年
）
、
さ

ら
に
「
じ
ゅ
ん
散
歩
」（
高
田
純
次
・
平

成
二
九
年
）
へ
の
登
場
で
、
ご
存
知
の

方
が
多
い
か
も
し
れ
な
い
、
畑
元
徹
さ

ん
。 

 
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
、
羽
田
の

生
ま
れ
。
一
六
歳
の
こ
ろ
か
ら
羽
田
囃 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

              

子
を
習
い
、
お
祭
り
好
き
が
高
じ
て
二

三
歳
、
浅
草
の
岡
田
屋
布
施
に
入
社
。

こ
の
老
舗
で
和
太
鼓
制
作
を
修
行
し
二

八
歳
で
独
立
、
畑
元
太
鼓
店
を
開
店
し

て
今
日
に
至
り
ま
す
。 

 

工
房
で
お
会
い
し
た
畑
元
さ
ん
の
名 

刺
に
は
、
こ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

―
―
「
太
鼓
師
。
古
典
的
な
物
か
ら 

和
太
鼓
全
般
の
制
作
・
販
売
、
音
色
の 

調
音
・
調
整
、
修
理
、
修
復
を
い
た
し 

ま
す
。
」 

 

太
鼓
師
と
し
て
「
和
太
鼓
全
般
」
が 

扱
え
る
人
は
少
な
い
そ
う
で
す
。 

 
 

 
 

＊ 

 

そ
の
歴
史
は
縄
文
時
代
に
ま
で
遡
る

と
い
わ
れ
る
和
太
鼓
。
用
途
に
よ
っ
て

種
類
も
様
々
で
す
。 

① 

宮
太
鼓
（
長
胴
太
鼓
）
…
胴
は
一 

本
の
木
を
く
り
ぬ
い
た
も
の
が
利
用
さ 

れ
る
。
皮
は
牛
皮
と
馬
皮
、
胴
は
ケ
ヤ 

キ
が
最
高
。
出
来
上
が
る
ま
で
最
低
三 

年
は
必
要
だ
と
い
う
。 

② 

締
め
太
鼓
…
く
り
ぬ
い
た
胴
に
、 

金
属
の
リ
ン
グ
で
張
っ
た
皮
を
ボ
ル
ト 

や
ひ
も
で
締
め
あ
げ
た
太
鼓
。
皮
は
牛 

皮
、
胴
は
ケ
ヤ
キ
が
一
般
的
。 

③ 

桶
胴
太
鼓
…
桶
の
よ
う
に
し
て
胴 

を
作
っ
た
も
の
。
皮
は
牛
馬
、
桶
材
に 

ヒ
ノ
キ
な
ど
。
紐
締
め
の
も
の
が
主
流 

で
低
音
、
音
響
大
。 

④ 

平
太
鼓
…
最
大
の
特
徴
は
胴
の
短 

さ
と
音
質
。 

⑤ 

ほ
か
に
、
鼓
や
団
扇
（
う
ち
わ
） 

太
鼓
な
ど
。 

 

こ
れ
ら
太
鼓
に
は
、
両
面
を
打
つ
タ 

イ
プ
と
片
面
を
打
つ
タ
イ
プ
が
あ
り
ま 

す
。
前
者
は
宮
太
鼓
・
桶
胴
太
鼓
な
ど
、 

音
量
大
で
低
音
が
よ
く
響
く
の
が
特
徴 

で
あ
り
、
後
者
は
団
扇
太
鼓
な
ど
、
高 

音
で
響
き
は
少
な
い
の
が
特
徴
で
す
。 

 

畑
元
さ
ん
は
言
わ
れ
ま
す
。 

「
私
た
ち
の
仕
事
は
、
初
め
か
ら
終
わ 

り
ま
で
〝
音
を
作
る
〟
の
が
仕
事
で
す
。 

太
鼓
は
牛
と
馬
、
そ
の
皮
の
部
位
、
張 

り
具
合
に
よ
っ
て
音
が
微
妙
に
違
っ
て 

き
ま
す
。
職
人
の
個
性
が
出
ま
す
。
叩 

く
と
音
だ
け
で
、
ど
ん
な
職
人
が
作
っ 

た
か
ま
で
分
か
る
ん
で
す
よ
…
…
」 

 
 

 
 

＊ 

周
知
の
よ
う
に
、
五
〇
年
ほ
ど
前
か 

ら
プ
ロ
の
和
太
鼓
集
団
が
誕
生
し
、
今 

や
創
作
和
太
鼓
隆
盛
の
時
代
を
迎
え
て 

い
ま
す
。
さ
ら
に

T
a

ik
o

と
し
て
国
際 

化
の
時
代
、
そ
の
文
化
を
支
え
る
畑
元 

さ
ん
の
一
層
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
工 

房
を
後
に
し
ま
し
た
。 

（
取
材 

飯
嶋
・
山
口
委
員
） 
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わ
が
ま

ち

の
顔

 
 

 
 

新
蒲
田
二
丁
目
／
畑
元
太
鼓
店 

代
表 

畑
元

は
た
も
と 

徹
と
お
る 

さ
ん 
 

畑
元
さ
ん
と
愛
犬
イ
チ
ロ
ー
、
宮
太
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「
大
倉
踏
切
っ
て
何
？
」 

Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
（
京
浜
東
北
線
）
の

線
路
に
沿
っ
て
南
（
川
崎
方
向
）
へ
進

ん
で
い
く
と
、
自
動
車
学
校
の
角
の
踏

切
に
「
大
倉
踏
切
」
と
記
さ
れ
て
い
る

の
に
気
が
つ
き
ま
す
。
な
ぜ
大
倉
踏
切

と
い
う
名
な
の
で
し
ょ
う
？ 
こ
の

「
大
倉
」
っ
て
誰
？ 

何
の
こ
と
？ 

―
―
そ
れ
は
一
九
六
〇
年
（
昭
和
三

五
）
ま
で
、
現
在
の
志
茂
田
小
学
校
、

志
茂
田
中
学
校
や
自
動
車
教
習
所
周
辺

の
一
三
〇
〇
〇
坪
に
及
ぶ
広
大
な
敷
地

に
あ
っ
た
大
倉
陶
園
に
由
来
し
ま
す
。 

                 

   

「
良
き
が
上
に
も
良
き
も
の
を
」 

 

大
倉
陶
園
は
、
今
か
ら
一
〇
〇
年
余

り
前
の
一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
五
月

一
五
日
、
当
時
の
東
京
市
外
六
郷
村
と

矢
口
村
（
現
在
の
西
六
郷
一
丁
目
）
に

創
業
し
た
陶
磁
器
メ
ー
カ
ー
で
す
。
以

降
こ
こ
で
作
ら
れ
た
西
洋
陶
磁
器
は
瀟

洒
な
デ
ザ
イ
ン
と
高
い
品
質
で
世
界
の

注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

大
倉
陶
園
の
創
業
者
、
大
倉
孫
兵
衛

は
一
八
四
八
年
に
江
戸
の
絵
草
紙
屋
に

生
ま
れ
ま
し
た
。
若
い
頃
に
横
浜
で
森

村
市
左
衛
門
（
森
村
財
閥
創
始
者
）
と

知
り
合
い
、
後
に
傘
下
の
日
本
食
器
（
の

ち
の
「
ノ
リ
タ
ケ
」
）
と
接
点
を
持
っ
た

こ
と
で
西
洋
陶
磁
器
と
の
係
わ
り
合
い

を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。
す
で
に
東
洋

陶
器
（
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
）
や
日
本
碍
子(

株)

を
設
立
し
、
日
本
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
産
業

に
不
動
の
地
位
を
築
い
て
い
た
大
倉
は

さ
ら
に
「
良
き
が
上
に
も
良
き
も
の
を
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
蒲
田
の
地
に
大
倉
陶
園

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
蒲
田
に
決
め
た

の
は
、
孫
兵
衛
の
息
子
で
も
あ
り
、
後

継
者
で
あ
っ
た
大
倉
和
親
が
ア
メ
リ
カ

滞
在
中
に
黒
澤
貞
次
郎
（
黒
澤
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
の
創
業
者
、
現
在
の
新
蒲
田

一
丁
目
で
国
産
和
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

を
作
る
）
と
知
り
合
い
、
土
地
を
譲
り

受
け
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。 

美
術
の
工
房 

工
場
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
ヒ
ヤ
シ
ン

ス
な
ど
、
絶
え
る
こ
と
の
な
い
四
季
の

花
に
囲
ま
れ
た
、
お
と
ぎ
話
に
出
て
く

る
よ
う
な
二
階
建
て
で
、
み
ん
な
か
ら

「
お
花
の
工
場
」
と
の
愛
称
で
親
し
ま

れ
ま
し
た
。
孫
兵
衛
が
し
た
た
め
た
遺

訓
に
は
設
立
に
あ
た
っ
て
次
の
よ
う
に

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

「
～
こ
の
地
に
工
場
と
共
に
別
荘
の

ご
と
き
展
示
場
を
設
け
、
庭
に
は
花
壇

を
作
る
。
す
な
わ
ち
工
場
自
体
を
『
美

術
の
工
房
』
と
し
て
誕
生
さ
せ
る
。
～
」

（
大
倉
孫
兵
衛
遺
訓
要
約
） 

                   

戦
災
で
焼
失 

 
 

し
か
し
、
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
）

四
月
一
五
日
、
城
南
地
区
を
襲
っ
た
大

空
襲
で
蒲
田
工
場
は
ほ
ぼ
す
べ
て
を
焼

失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
従
業
員
に
被

害
が
な
か
っ
た
の
が
不
幸
中
の
幸
い
で

し
た
の
で
、
ま
も
な
く
生
産
を
開
始
で

き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
戦
後
、
国
民
生

活
は
一
変
し
ま
し
た
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
と
と
も
に
欧
米
化
が
進
み
、

洋
食
器
メ
ー
カ
ー
と
し
て
需
要
に
供
給

が
間
に
合
わ
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
昭

和
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
日
本
は
高
度

成
長
期
に
入
り
大
倉
陶
園
へ
の
注
文
が 

                   

大 
 

倉 
 

陶 
 

園 

 

 

大倉孫兵衛(左)、和親父子  

蒲田モダン工場跡と大倉陶園跡  

松竹キネマ跡  

高砂香料跡  
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増
え
、
蒲
田
工
場
の
設
備
で
は
生
産
が

間
に
合
わ
な
く
な
り
ま
し
た
。
ト
ン
ネ

ル
窯
と
い
う
施
設
が
必
要
に
な
っ
た
こ

と
や
、
大
田
区
が
学
校
の
敷
地
を
探
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
四
〇
年
に
わ
た

っ
て
親
し
ま
れ
て
い
た
蒲
田
工
場
を
、

横
浜
市
戸
塚
区
秋
葉
町
に
移
す
こ
と
に

な
っ
た
の
は
一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
五
）

四
月
一
日
の
こ
と
で
し
た
。 

「
蒲
田
モ
ダ
ン
」
の
一
翼
を
に
な
っ
て 

誰
が
言
い
出
し
た
か
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
「
蒲
田
モ
ダ
ン
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
大
正
か
ら
昭
和
に
か

け
て
、
蒲
田
の
ま
ち
に
は
当
時
の
日
本

人
な
ら
ば
誰
で
も
あ
こ
が
れ
を
抱
い
た

西
欧
の
香
り
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。
お 

                

誘
わ
れ
、
多
く
の
人
が
蒲
田
を
訪
れ
ま

洒
落
な
町
、「
流
行
は
蒲
田
か
ら
！
」
に

誘
わ
れ
、
多
く
の
人
が
蒲
田
を
訪
れ
、

流
れ
る
音
楽
は
『
蒲
田
行
進
曲
』
で
し

た
。
モ
ダ
ン
を
絵
に
描
い
た
よ
う
な
こ

の
時
代
の
蒲
田
は
何
時
し
か
「
蒲
田
モ

ダ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
蒲
田
は
「
モ
ノ
づ
く
り
」
の
技
術

を
駆
使
し
、
西
欧
に
追
い
付
こ
う
、
追

い
越
そ
う
と
す
る
技
術
力
で
日
本
の
近

代
化
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
志
高
い
人

達
に
よ
っ
て
築
か
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。 

一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
、
国
産
初
の

和
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
作
り
、
社

宅
・
菜
園
・
公
園
・
小
学
校
・
幼
稚
園
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ま
で
、
当
時
と
し
て
は

異
例
の
充
実
し
た
福
利
厚
生
施
設
を
備

え
た
黒
澤
商
店
。
一
九
一
九
年
（
大
正

八
）
の
大
倉
陶
園
、
一
九
二
〇
年
（
大

正
九
）
の
松
竹
キ
ネ
マ
蒲
田
撮
影
所
、

同
年
の
高
砂
香
料
。
一
九
二
一
年
（
大

正
一
〇
）
の
船
舶
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン

ジ
ン
を
初
め
て
生
産
し
た
新
潟
鉄
工
所
。

一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
）
に
は
仕
事

の
合
間
に
女
子
社
員
に
茶
道
・
華
道
・

習
字
な
ど
の
情
操
教
育
を
施
し
、
教
養

溢
れ
る
女
子
社
員
が
働
く
の
で
い
つ
し

か
「
蒲
田
女
学
校
」
と
呼
ば
れ
た
三
省

堂
印
刷
所
。
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）

の
東
洋
オ
ー
チ
ス
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
。
一

九
三
四
年
（
昭
和
九
）
に
大
倉
和
親
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
蒲
田
に
設
立
し
た
各

務
ク
リ
ス
タ
ル
な
ど
、
そ
の
後
の
日
本

人
の
生
活
様
式
の
近
代
化
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
っ
た
の
で
す
。 

創
業
一
〇
〇
年
を
迎
え
て 

 

一
九
一
九
年
に
創
業
し
た
大
倉
陶
園

は
、
昨
年
創
業
一
〇
〇
年
を
迎
え
ま
し

た
。
皇
室
を
始
め
迎
賓
館
や
一
流
ホ
テ

ル
な
ど
各
方
面
で
使
わ
れ
、
国
内
の
三

つ
の
美
術
館
に
展
示
さ
れ
る
な
ど
高
級

陶
磁
器
メ
ー
カ
ー
と
し
て
ま
す
ま
す
発

展
し
て
い
ま
す
。
帝
国
ホ
テ
ル
内
に
は 

                        

直
営
店
も
あ
り
ま
す
。
見
て
い
る
だ
け

で
も
目
の
保
養
に
な
る
の
で
是
非
出
か

け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
？ 

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
㈱
大
倉
陶
園

へ
の
取
材
に
対
し
て
、
お
忙
し
い
な
か

同
社
総
務
部
長
の
伊
藤
泰
弘
氏
、
総
務

課
長
の
黒
澤
学
氏
に
お
話
を
う
か
が
い

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
取
材 

多
田
委
員
） 

                        

 

 

蒲田工場のショールームを模した現ディスプレイルーム 

初期の工場。１階左は事務所、右は型場、２階左は陳列室、右は絵付け工場。  

中央の出窓部分は図書室。(「大倉陶園 50 年譜」より) 
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多
摩
川
に
堤
防
を
作
る
運
動
の
歴

史 
 

 
 

 

 
 

 
 

～
多
摩
川
両
岸
物
語
④

～ ア
ミ
ガ
サ
事
件
と
多
摩
川
築
堤
運

動 

 
 

 
 

～
多
摩
川
両
岸
物
語
③

～ 

    

♪
春
の
蒲
田 

花
咲
く
蒲
田 

キ
ネ
マ
の
都
…
… 

 

Ｊ
Ｒ
蒲
田
駅
で
は
今
も
そ
の
メ
ロ
デ 

ィ
が
流
れ
、
「
蒲
田
行
進
曲
」
で
こ
の 

よ
う
に
う
た
わ
れ
た
蒲
田
で
す
。 

 

思
え
ば
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
）
の

松
竹
蒲
田
撮
影
所
の
誕
生
に
伴
い
、
蒲

田
で
は
、
映
画
館
も
大
正
か
ら
昭
和
に 

か
け
て
四
館
が
オ
ー
プ
ン
し
、
す
べ
て 

空
襲
で
焼
失
し
ま
し
た
。
戦
後
に
な
る 

と
、
最
盛
期
に
は
二
〇
館
ほ
ど
も
あ
っ 

た
と
い
う
蒲
田
の
映
画
館
。
蒲
田
西
地 

区
だ
け
で
も
一
〇
館
を
数
え
た
と
い
わ 

               

    れ
ま
す
。(

本
紙
48
号
参
照)

 

こ
の
よ
う
に
〝
キ
ネ
マ
の
都
〟
の
名 

を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
の
で
す
が
、
映 

画
産
業
の
斜
陽
化
と
共
に
昭
和
四
〇
年 

前
後
か
ら
廃
館
相
次
ぎ
、
つ
い
に
は
東 

京
蒲
田
文
化
会
館
の
二
館
―
―
「
テ
ア 

ト
ル
蒲
田
」
「
宝
塚
蒲
田
」
を
残
す
の 

み
と
な
っ
た
の
で
し
た
。 

 

そ
の
歴
史
を
た
ず
ね
ま
す
と
、 

① 
テ
ア
ト
ル
蒲
田
は
昭
和
二
五
年
、 

西
口
商
店
街
一
五
〇
軒
が
出
資
し
た
蒲 

田
西
口
連
合
映
画
㈱
の
直
営
で
開
館
、 

主
と
し
て
東
映
系
作
品
を
上
映
。 

② 

蒲
田
宝
塚
は
昭
和
三
〇
年
、
蒲
田 

宝
塚
劇
場
と
し
て
杉
山
権
三
氏
（
亀
屋 

百
貨
店
創
業
者
）
に
よ
り
、
西
口
通
り 

で
テ
ア
ト
ル
蒲
田
に
隣
接
し
て
開
館
。 

東
宝
系
作
品
を
上
映
。 

③ 

こ
の
二
館
は
昭
和
三
九
年
（
東
京 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
）
、
竣
工
直
後
の 

東
京
蒲
田
文
化
会
館
四
階
に
移
り
、
そ 

の
直
営
と
し
て
、
チ
ケ
ッ
ト
窓
口
を
中 

央
に
、
右
が
テ
ア
ト
ル
蒲
田
、
左
が
蒲 

田
宝
塚
と
し
て
営
業
を
続
け
て
き
ま
し 

た
。
春
・
夏
・
冬
休
み
の
ア
ニ
メ
に
は 

子
供
た
ち
が
殺
到
し
、
「
シ
ン
・
ゴ
ジ 

ラ
」
な
ど
話
題
作
の
数
々
は
私
た
ち
の 

記
憶
に
今
も
鮮
や
か
で
す
。 

 
 

し
か
し
、
時
代
の
趨
勢
に
は
抗
し
き 

れ
ず
、
つ
い
に
昨
年
八
月
二
九
日
、
蒲 

田
宝
塚
が
閉
館
（
最
終
番
組
「
ミ
ュ
ウ 

ツ
ー
の
逆
襲E

V
O
L
U
T
I
O
N

」
）
し
、
続
い 

て
九
月
五
日
に
は
、
テ
ア
ト
ル
蒲
田
が 

閉
館
（
最
終
番
組
「
ア
ル
キ
メ
デ
ス
の 

大
戦
」
）
し
た
の
で
す
。
さ
よ
な
ら
興 

行
も
な
く
ひ
っ
そ
り
と
…
…
。 

 

時
あ
た
か
も
本
年
は
、
二
度
目
の
東 

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
迎
え
、
松
竹
蒲
田 

撮
影
所
開
設
か
ら
一
〇
〇
周
年
に
も
当 

た
り
ま
す
。
そ
の
直
前
に
蒲
田
か
ら
映 

画
館
が
消
え
る
と
は
！ 

愛
惜
と
共
に 

何
か
奇
縁
を
感
じ
ま
す
。 

 
 

 
 

＊ 

 

テ
ア
ト
ル
蒲
田
で
は
、
閉
館
の
前
日 

に
、
入
口
で
チ
ケ
ッ
ト
の
〝
も
ぎ
り
〟 

を
す
る
、
大
森
出
身
の
女
優
＝
片
桐
は 

い
り
さ
ん
の
姿
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

お
掃
除
ま
で
さ
れ
て
帰
ら
れ
た
と
か
。 

「
も
ぎ
り
よ
今
夜
も
有
難
う
」
（
幻
冬 

舎
文
庫
）
の
名
著
も
あ
る
片
桐
さ
ん
の 

来
訪
は
、
蒲
田
の
映
画
館
終
焉
の
場
に 

は
、
あ
る
い
は
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
の
か 

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

お
話
を
伺
っ
た
㈱
東
京
蒲
田
文
化
会 

館
専
務
の
杉
山
修
一
さ
ん
（
杉
山
権
三 

氏
の
孫
）
に
よ
る
と
、
こ
の
二
館
は
今
、 

昭
和
の
映
画
館
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
と
し
て 

活
用
さ
れ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
Ｃ
Ｍ
撮 

影
に
利
用
さ
れ
た
り
し
て
い
る
そ
う
で 

す
。 

 

（
取
材 
山
口
・
飯
嶋
委
員
） 

 

お
詫
び 

 

本
紙

73
号
二
ペ
ー
ジ
の
タ
イ
ト
ル

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

誤 

  
 

 

正 
 

            

 

 

   

 

 

蒲田西特別出張所管内 

人口 

男 3 2 , 4 60 人  

女 3 0 , 0 92 人  

計 6 2 , 5 52 人  

世帯 35 , 8 56 世 帯  

令和２年 ２月１日現在 

ご
存
知
で
す
か
？ 

蒲
田
か
ら
映
画
館
が
消
え
た 

「
か
ま
に
し
17
」
を
お
読
み
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
情

報
紙
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
感

想
、 

ま
た
は
投
稿
な
ど
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
事
務
局
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

事
務
局 

 

蒲
田
西
特
別
出
張
所 

大
田
区
西
蒲
田
七-

一
一-

一 

電
話 

 

３
７
３
２
・
４
７
８

５ 

蒲田宝塚 テアトル蒲田  


